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2025年12月7日 
SCR参加者及び関係者 各位 

鈴鹿サーキット 
モータースポーツ課 

 
2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE 

暫定開催カレンダーのご案内 
 
 
拝啓 時下益々のご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素は、鈴鹿サーキットをご愛顧いただきまして、誠にありがとうございます。 

 
「2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE」の暫定カレンダーを発表させていただきます。 
2026 シーズンも是非、皆様のご参加をお待ち申し上げます。 
 
 
■暫定カレンダー フルコース×5戦 全 5戦開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
  
〇●印 SUZUKA CHAMPION CUP RACE対象 / □■印 SUZUKA CHAMPION CUP RACE対象外 
●印 JAF地方選手権対象 / ■印 モビリティリゾートもてぎにて開催 
※カレンダー／開催カテゴリーは暫定です。開催日程および開催カテゴリーは予告無く変更させていただく場合がござい
ます。予めご了承くださいますようお願いいたします。 

※Round1 参加申込み開始は 2026年 1月 18日(日)開始予定です。 
 
■2026年開催カレンダーについて 
  FJ1500 クラスは、S-FJ クラスとの混走にて開催いたします。 
S-FJ クラス、FJ1500 クラス共に、「鈴鹿・岡山 S-FJ 地方選手権シリーズ」、「鈴鹿・岡山 FJ1500 地方選手権シリ
ーズ」として開催いたします。 

本件についてのお問い合わせ先 
鈴鹿サーキット SMSC事務局 
TEL 059(378)3405  
電話受付時間 10:00 ～ 16:00 

●大会名称	 ：　 2025 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Final Round
●主催	 ：　 グループ・オブ・スピードスポーツ（GSS）、名古屋レーシングクラブ（NRC）、
	 　 鈴鹿モータースポーツクラブ（SMSC）
●協力	 ：　 ARC、AASC、ARCN、KRHC、OCCK、チーム淀
●後援	 ：　 鈴鹿市、一般社団法人鈴鹿市観光協会（FEクラス）
●競技	 ：　 JAF公認 準国内競技
●会場	 ：　 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ：　 総参加台数................................................... 183台 
	 　 VITA...................................................................37台
	 　 v.Granz.............................................................21台
	 　 フォーミュラEnjoy......................................26台
	 　 スーパーFJ......................................................25台
	 　 FIT 1.5 Challenge Cup................................24台
	 　 N-ONE OWNER'S CUP.................................50台
●開催日	 ：　 2025年12月6日（土）・7日（日）
●天候・路面	 ： 　 6日（土）晴／ドライ　7日（日）晴／ドライ

■開催概要

★レースリザルトは
　ウエブサイトでご覧いただけます
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/

※2025 SUZUKA CHAMPION CUP RACEは、この大会でシリーズ全日程  を終了いたしました。
　2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACEは、以下の日程で開催を予定しています。
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10月初旬に行われた第4戦から約2カ月。12月6日（土）、7日（日）の2日間にわたって、第5戦目となる最終戦が鈴鹿サー
キットフルコースで開催された。シリーズチャンピオンが続 と々誕生する最終戦は、ドライバーやチーム、応援するファンに
とってまさに1年の集大成。年間レース数が計5戦となっている影響もあってか、ポイントランキングで独走するドライバー
は少なく、多くのクラスでランキング上位陣は拮抗。例年以上に激しさを増すことが予想された。

レースは早速、6日（土）に各予選のほか、2つの決勝レースを実施。50台のエントリーを集めた「N-ONE OWNER'S CUP」、
10月の第4戦が不成立となっていた「v.Granz」の仕切り直しとなる再レースを行った。「N-ONE OWNER'S CUP」は数多くのド
ライバーにシリーズチャンピオンの可能性があり、各所でバトルを繰り広げギャラリーを沸かせたが、ポールポジションの
塚原和臣が、岩間浩一、平尾益士を抑えてトップチェッカー。シリーズチャンピオンは6位の塚原臣吾が獲得した。「v.Granz」
は35ポイントでランキングトップに並ぶ大崎達也、富田星羅のバトルに注目が集まるなか、大崎が最後まで集中力を切らさ
ず勝利。富田との死闘を制した。

7日（日）の決勝レースで、ひと際注目を集めたのはフォーミュラEnjoyの吉田英翔、VITAの上田裕司の2人にかかるシーズ
ン全勝でのチャンピオン獲得という偉業。吉田はポールtoウィンで見事に全勝を果たすと、上田は2レース制にも関わらず
驚異の1日2連勝。特に7日（日）午後のレース2はリバースグリッドにより6番グリッドスタートながら優勝を決めてみせた。

SUZUKA CHAMPION CUP RACEと名称を変え、新しい歴史を一歩ずつ進む大会の2025年シーズンは、多くのレースファ
ンに見守られ、無事に全日程を終えた。

2日間ともに快晴に恵まれたシリーズ最終ラウンド
シリーズチャンピオンも続々決定、文字通りシーズン集大成となった！

土曜日に行われた、N-ONE OWNER’S CUPレース。鮮やかなカラーリングをまとった50台がエントリーした
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■VITA Race1
ポールポジションからランキングリーダーの上田裕司がスタート。中島僚斗、西尾光芳、中里紀夫、三宅永泰と続く。ジェントルマンク

ラスのトップは総合11番グリッドの樋尻勝利。上田は好スタートを決めるが、オープニングラップのS字コーナーで接触したマシンが
あり、セーフティカーランになる。上田、中島、中里がトップ3を形成すると、ジェントルマンクラスのトップは12番手を走る樋尻、鍋家武
の順だ。
レースは4周目からリスタート。上田、中島が抜け出すと、3番手の中里に西尾、坂野貴毅が迫る。上田をトップにファイナルラップへ。
3番手を争う中里、西尾のバトルが激しい。レースは上田がポールtoウィン。ジェントルマンクラス優勝は樋尻となった。

午前に行ったレース1は優勝、上田裕司。2位に中島僚斗、3位は『レース活動に区切りをつける』と宣言したレジェンド、中里紀夫となった

VITA RACE1決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=ouS5H86NZQ_4mtzl&t=2174
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■VITA Race1 ジェントルマンクラス

総合でも8位の樋尻勝利がジェントルマンクラス優勝。2位にシリーズチャンピオンの可能性を残す木村一廊、3位は大野宗となった

■VITA Race1　正式決勝結果

★レースリザルトは
　ウエブサイトでご覧いただけます
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/
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■フォーミュラEnjoy
最終戦を前にシリーズチャンピオンを決めている吉田英翔がポールポジションを獲得。　村瀬賢二、中島一郎、太田慶佑と続く。マ

イスターズ・カップのトップは総合5番グリッドのジョニー小倉。吉田がしっかりとスタートを決めホールショットをゲット。吉田は一気
に逃げ始めると村瀬、中島、ジョニー小倉が続く。中島は村瀬をパスして2番手に浮上。
5番手を狙いジョニー小倉、土屋務、前田公孝といったマイスターズ・カップの3台がバトルを繰り広げる。吉田はトップを単独で走

り、村瀬、中島が2番手争いを繰り広げる。レースは吉田が完勝と呼べる内容でポールtoウィン。2位に中島、3位に村瀬が入った。マイ
スターズ・カップはジョニー小倉、前田、土屋の順でチェッカーを受け、2位の前田がシリーズチャンピオンを獲得した。

優勝の吉田英翔は2025年、負けなしの全勝をマーク。2位の中島一郎、3位の村瀬賢二によるバトルは見応えがあった

フォーミュラEnjoy 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=2kKvjiE6vUYhpbrG&t=5718
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■フォーミュラEnjoy マイスターズ·カップ表彰

マイスターズ・カップの優勝はジョニー小倉、2位に前田公孝、３位に土屋務。前田はシーズン途中に怪我があったがシリーズチャンピオンに輝いた

■フォーミュラEnjoy　正式決勝結果

★レースリザルトは
　ウエブサイトでご覧いただけます
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/
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■v.Granz
ポールポジションに大崎達也、そして富田星羅、入谷敦司、関正俊、OOKAの順でグリッドに並ぶ。オープニングラップ1コーナーで複
数台のクラッシュ。早くもセーフティカーランになり大崎、富田、関、入谷、OOKAが上位陣を形成する。4周目からリスタートされ、富田
はテールtoノーズで大崎に迫ると見事にオーバーテイク。
だが、大崎は130Rで富田をパスすると再びトップへ。富田も意地を見せトップに返り咲くと、2番手の大崎は6周目で痛恨のスピン、4
番手にまでドロップ。富田、OOKA、入谷、大崎が上位陣となりレースを引っ張るが、後半、2度目のセーフティカーランになりフィニッ
シュ。最終的には富田、入谷、大崎が表彰台を獲得。優勝の富田が、大崎とのランキング争いを制してシリーズチャンピオンになった。

優勝＆シリーズチャンピオンの富田星羅は、土曜日の第4戦の悔しさを晴らした。2位に入谷敦司、3位は大崎達也となった

v.Granz 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=pDK6illlby22LiCM&t=9003
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■v.Granz　正式決勝結果

★レースリザルトは
　ウエブサイトでご覧いただけます
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/
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■VITA Race2
VITA レース2ではリバースグリッドが採用され、レース1で6位チェッカーだった坂野貴毅がポールポジションに位置する。Race1で

シリーズチャンピオンを決めている上田裕司が6番グリッド、総合8番手にジェントルマンクラスのトップ、樋尻勝利がつける。
坂野がホールショットを奪うと、西尾和早が2番手につける。西尾はオープニングラップでトップに立つが、上田は着実に順位を上げ

て3周目でトップへ。上田、西尾、中島僚斗、樋尻が上位陣を形成している。残り2周。スプーンカーブで西尾は上田に仕掛けると、西尾
を先頭にしてファイナルラップへ。だが、上田はトップを奪い返すとそのままトップチェッカーでシリーズ全勝を達成。チャンピオン獲
得に華を添えた。ジェントルマンクラスは総合4位の樋尻が優勝となった。

リバースグリッドが採用され、レース1で6位チェッカーの坂野貴毅がポールポジションからスタート

VITA RACE2 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=btWdtggopSFlCWEl&t=15339
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■VITA Race2

■VITA Race2 ジェントルマンクラス

シリーズチャンピオンの上田裕司は全勝優勝という偉業達成。2位に西尾和早、３位は中島僚斗

ジェントルマンクラス優勝は樋尻勝利。樋尻は総合4位の素晴らしい走り。2位の木村一廊がシリーズチャンピオン獲得。3位は大野宗となった
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■VITA Race2　正式結果表

★レースリザルトは
　ウエブサイトでご覧いただけます
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/
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■スーパーFJ 
ポールポジションから吉田馨がスタート。6番グリッドの酒井翔太も好スタートで3番手につける。酒井は前を走る鈴木七瀬をパスし

て2番手へ。トップは吉田、酒井、鈴木、箕浦稜己が第1集団を形成。ジェントルマンクラスは総合9番手の山根一人がトップ、そして中嶋
匠、上吹越哲也と続く。4周目、山根がコースアウトを喫し、セーフティカーランになる。
7周目からリスタート。吉田はトップをキープ、酒井、鈴木の上位3台にバトルは見られず、ジェントルマンクラスのトップは中嶋匠に
なる。鈴木、箕浦、杉田悠真の3番手争いが激しい。2番手の酒井を抑え、レースは吉田がポールtoウィン。2位チェッカーの酒井がシ
リーズチャンピオンを獲得、バトルを制した鈴木が3位になった。

ポールtoウィンを決めた吉田馨。シリーズチャンピオンは逃したが最終戦で結果を残した

スーパーFJ 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=T0vJe45PiePrfQ5w&t=18920
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■スーパーFJ

■スーパーFJジェントルマンクラス

優勝の吉田馨、2位の酒井翔太、3位の鈴木七瀬が表彰台に立った

ジェントルマンクラスの優勝は総合16位の中嶋匠（左）、クラス3位は古里拓（右）となった。※2位の上吹越哲也選手の登壇はありませんでした
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■スーパーFJ　正式結果表

★レースリザルトは
　ウエブサイトでご覧いただけます
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/
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■FIT 1.5 Challenge Cup 
この日の最終戦を前に、すでにシリーズチャンピオンを決めている西田拓矢は8番グリッドからスタート。ポールシッターの清水悠
祐が順当にスタートを決め、貫戸幸星、林陽介、大社宥雅が追う。トップの清水が周回を重ねながら快走を続けると、貫戸が2番手を走
行、そして順位を着実に上げてきた西田は3番手にまでジャンプアップする。後半、清水に対して貫戸は猛追を見せると、ついにテール
toノーズでファイナルラップへ。
だが、上位陣以外のマシンがコース上で横転してしまい残念ながら赤旗終了。6周完了時点での順位にて、1位に清水、2位に貫戸、3
位には西田となった。

トロフィーを掲げる上位3人。トップは清水悠祐、２位に貫戸幸星、3位の西田拓矢

FIT 1.5 Challenge Cup 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/ReTjgrasdGY?si=_6SQrpDIxd1Mxl_1&t=22306
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■FIT 1.5 Challenge Cup　正式結果表

★レースリザルトは
　ウエブサイトでご覧いただけます
https://www.suzukacircuit.jp/result_s/
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Voice
of 
Pick up
Driver&Team 

この日、キラリと光った
ドライバーに一問一答

Q:土曜日の予選を振り返っていただけますか？
「予選は上位2番目のタイムを出せましたが、自分が脱輪してしまい最高タイムが採用されませんでした。自分のミス
であり反省する部分ではあります」

Q:決勝レースは6番グリッドスタートでしたが、どんな気持ちでしたか？
「スタートをイチから勉強していて、自信が付いてきていました。1周目になんとか3番手で帰ってくることができ、2周
目は2番手になりました。吉田馨選手に対しては、セーフティカーが入ったタイミングでチャンスだと思いましたが、
吉田選手はリスタートが上手で捉えきれませんでした」

Q:来シーズン以降の目標を聞かせてください
「2026年の予定は確定していませんが、ステップアップしていきたい考えで取り組んでいます。そのためにも、上のカ
テゴリーに進んでも成績を残し続けたいです！」

この日、キラリと光ったドライバー&チームに一問一答
「Voice of  Pick up Driver&Team」。

最終戦は悔しさの残る2位フィニッシュも
見事、スーパーFJのチャンピオンに輝く！

酒井 翔太 選手（ファーストガレージ）


